
シ
シ
ーー
シ
ソ

ジ
シ
ョ
ウ

ジ
シ
ョ
ウ

屋
自
笑
。

ジ
シ
ョ
ウ
イ
ン

氏
の
法
批
。

ジ
シ
ョ
ウ
イ
ン

自

昌

院

加
到
滞
主
第
三
代
前

m利
作
品
の
子
術
品
問
の
法
収
。
詳
し
く
は
自
円
口
院
花
心

日
妙
大
筋
。

シ
シ
ョ
ウ
ド
リ

師
匠
京

能

慨
に
於
い
て
、
省

時
女
子
の
入
銀
し
た
昨
は
.
新
た
に
そ
の
畑
中
地
の
回

す
る
寺
院
の
制
従
と
な
ろ
式
で
、
仙
川
那
寺
に
指
で
、

佐
持
と
紛
と
の
聞
に
投
託
す
る
こ
と
を
い
う
た
。

シ
シ
ヨ
カ
イ
テ
ン
リ
ヤ
ク
四
番
改
勲
路

二
加
。

新
井
組
前
回
若
。
"
利
者
は
従
来
行
は
れ
た
問
自
の
訓
胎

が
郁
駁
な
る
に
鑑
み
、
そ
の
烈
訟
の
甚
だ
し
い
と
用
品

は
れ
る
も
の
三
百
除
節
脅
奴
い
て
、
濁
仰
の
肋出勤札
T
e

胞
し
た
も
の
で
あ
る
。
安
政
三
年
新
引
氏
の
波
数
古

易
似
の
磁
肢
と
し
て
刊
行
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。

シ
ジ
ヨ
カ
ヲ
四
序
間

金

m
m
吹
上
(
今
長
良
川
)

に
於
け
る
小
刷
、
京
紛
の
別
紙
。
跳
躍
削
制
使
。
冗
延
三

年
他
大
旅
こ
h

に
留
り
、
布
袋
の
水
に
統
れ
る
州
を

壁
上
に
描
い
た
と
い
ふ
。

シ
ジ
ヨ
カ
ヲ
シ
カ
四
序
悶
詩
歌
一

加
。

四
序

閲
十
日
以
詩
・間
滞
在
序
凱
前
・
松
島
抗
金
政
・
小
捌
牛

山
入
十
之
制
弘
前
歌
を
集
め
て
あ
る
。

牛
山
小
川
棚
永
紛

の
子
定
明
の
組
し
た
も
の
で
あ
ら
う
。

シ
シ
ヨ
シ
ユ
チ
ユ
ウ
シ
セ
イ
ベ
ン
ギ
四
番
朱
註

四
聾
鱗
疑
二
十
五
加
。

生
駒
直
武
の
一世
で
あ
る
。

シ
シ
ヨ
ワ
ド
ク
コ
ウ
図
書
和
讃
考

二
仙
。
市

街
路
成
一者
。
幼
削
に
行
は
れ
る
四
自
制
魁
の
践
や
・

E

し
、
幼
阜
の
お
に
し
た
も
の
で
、
開H
M
m
己
卯
十
一

且

著
者
の
自
序
が
あ
る
。

ジ
シ
ン
地
震

烈
な
る
も
の
は
、
第
一

に
天
正
十
三
年
イ

一
月
官
七

日
越
中
に
大
誌
が
あ
っ
て
、
帥山辺
サ
九
日
の
夜
に
及

び
、
礎
技
術
木
紡
城
町
出
縦
し
、
城
中
前
川
努
綴
以
下

多
〈
脚
悶
死
し
た
。
第
二
に
到
永
十
七
年
十
月
十
日
加

れ
大
山
市
寺
大
に
民
ひ
、
家
屋
引
槌
多
〈
、
人
一
酌
死
似

し
た
。
第
三
に
飽
永
四
年
十
月
四
日
午
の
下
刻
大
器

寺
に
大
地
川
叫
が
あ
り
、
治
家
政
戸
を
生
じ
、
そ
の
後

九
日
ま
で
及
び
十
二
日
か
百
十
六
日
ま
で
時
K
微

小凶

が
あ
っ
た
。
第
四
に
卒
保
十
四
年
能
積
以
前
却
に
大

波
あ
っ
て
、
七
月
七
日
の一
出
動
三
十
四
回
に
謹
し
、

給
ぬ
の
み
の
家
屋
倒
縦
三
百
徐
に
強
し
た
。
し
か
し

是
等
は
皆
金
保
に
何
容
の
剣
山
告
を
及
ぼ
さ
な
か
っ
た

ゃ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
天
明
六
年
十

一
月
七
日
成
の

上
刻
金制作
に
弧
践
が
あ
り
、
産
知
の
影
犯
し
た
も
の

す
ら
あ
っ
た
。
次
い
で
覚
政
十

一
年
一
点
月
品川
六
日
中

刻
大
泌
が
あ
り
、
金
剛
附
城
内
外
に
川
出
刷
出
し
た
る
石
川明

刷
物
出
航
る
多
〈
、
卯
民
吃

hu守
の
百
仰
倒
限
し
、
河

応
酬印
刷持
出
船
枇
の
跡
中
h

刷
川
崎
也
江
の
住
宅
土
中
に
陥

相川し
、
そ
の
袋
肢
は
悉
く
死
ん
だ
。
こ
の
前
回
答
に
大

山
叶
苦
滞
郎
の
土
山腕
・
玄
閥
的
れ
、
路
地
内
に
剖
闘
を

生
じ
た
。
文
平
和
ご
年
十
月
什
二
日
大
即
日
寺
に
脳
波

あ
b
、
十

一
且
十
五
日
も
同
松
で
あ
っ
た
。
叉
文
化

十
二
年
正
且
什
二
日
の
大
誌
に
は
、
小
松
械
の
部
鑓

甚
だ
し
く
、
こ
の
月
サ
一
日
か
ら
一
一
月
十
八
日
ま
で

の
聞
に
、
阪
京
都
抽
出
生
出
村
の
山
岳
崩
刷
出
す
る
こ
と

寸
七
?
腕
に
及
ん
だ
と
あ
る
が
、
金
抑
に
は
彼
容
が

な
か
っ
た
。
次
に
文
政
二
年
六
且
十
二
日
の
地
践
に

は
、
城
下
家
屋
の
倒
抽
出
し
た
も
の
が
あ
り
、
天
保
四

年
十
月

H
六
日
輸
出
向
の
地
伎
は
務
怖
を
作
う
て
、
統

失
家
同
庄
三
百
七
十
二
・死
人
四
十
七
に
及
び
、
安
政

荒
年
二
月

H
六
日
脱
入
，
時
沿
金
搾
の
弧
伐
は
俄
伎

十
除
日
に
及
び
、
城
郭
の
石
担
も
同
制
限
し
た
所
が
あ

り
、
大
町
出
寺
で
も
戸
障
子
が
倒
れ
、
盗
等
に
大
肢
を

ら
ざ
れ
ば
老
臣
を
代
ら
し
め
て
、
生
徒
一
同
に
貸
賜

す
る
例
で
あ
っ
た
。
剣
術
・鎗
術
は
、士
分
十
六
議
か

ら
三
十
九
段
に
来
る
ま
で
、

一
命
月
三
閉

館
内
に
於

い
て
抑
制
臼
せ
し
め
る
。
歩
士
は
演
武
の
お
製
談
に
上

る
が
、
文
民
は

mに
奨
励
せ
ら
れ
る
に
沿
ぎ
ぬ

o
m

訟
・山
道
・兵
怨
・弓
術
・
川
均
術
・隙
術
・柔
術
・
抱
術
等

は
、
総
絞
の
直
接
闘
係
す
る
厨
で
な
い
が
、
士
分
に

は
兵
円
山・弓
泌
彩
、
足
料
に
は
締
術
・柔
術
・
抱
術
を

で
と
せ
し
め
た
。
阜
校
の
職
員
は
、
事
務
に
雫
附
二

人
・問
係
二
人
・目
附
役
四
人
・宙
開
町
役
三
人
・締
役
六

人
、
教
員
に
曾
町
二
人
・示
談
相
手
二
人
・助
教
四
人
・

句
約
附
約
二
十
λ
、
脱
方
附
範
三
人
が
あ
っ
た
。
閉
山

校
は
初
め
時
間
舶
の
み
で
あ
っ
た
が
、
前
間
利
岡
田
は

安
政
四
年
六
且
八
日
そ
の
武
術
稽
古
田
山
を
改
め
て
有

備
似
と
栂
し
、
文
明
治
二
年
三
月
時
到
仙
の
減
内
に

滋
正
郎
・怨
材
合
・成樹
脂
舎
〈
後
に
池
知
舎
と
臨
む
Y

W

門川
区
舎
を
建
て
、
之
を
総
別
し
て
大
出
寺
山
附
間
以
校
と

い
う
た。

シ
ジ
ユ
ウ
ク
イ
ン
四
十
九
院

江
泊
部
四
十
九

院
谷
に
邸
す
る
部
稿
。

シ
ジ
ユ
ウ
ヲ
イ
ン
ダ
ニ
四
十
九
院
谷

江

訓伯郡

で
は
郷
庄
名
を
失
う
た
か
ら
、
か
可
し
た
庖
翻
名
を

用
ひ
た
の
で
、
四
十
九
院
谷
に
は
、
上
河
附
・吸
坂
・

下
河
崎
・巾
代
・
加
茂
・上
野
・ニ
ヲ
屋
・杭
ル山
・小
坂
・水

m丸
・柏
野
・塔
，
尾
・
菅
生
谷
・瀧
・
中
津
原
・
四
十
九

院
・罰則，谷
・佐
谷
・賂
伎
の

十
九
今
村
が
含
ま
れ
て
ゐ

た
。
ジ
シ
ユ
ウ
ジ
イ
ン
時
宗
寺
院

閉
山
政
時
代
に
於

い
て
、
時
宗
寺
院
の
領
内
に
在
る
も
の
は
、
越
中
訪

問
の
浮
土
寺
と
、
金
源
の
玉
来
寺
と
の
み
で
、
玉
泉

寺
は
泉
寺
町
の
拝
領
地
に
あ
り
、
品
有
領
六
十
石
の
外

に
且
並
辿
欧
料
十
二
石
の
器
地
を
受
け
て
居
た
。

シ
ジ
ユ
ウ
マ
四
十
誕

4
Y
ジ

マ

四

十
市町。

自時
笑 鐙

尤

d
向
明
。

w
s
 

ー
イ
ヅ
ミ
ヤ
ジ
シ
ョ
ウ

ー
ト
キ
ガ
ネ

自
性
院

前
川
知
好
の
室
大
升

出附政
以
後
に
於
け
る
院
災
の
抑
制 JH 

三
六
回

生
じ
た
。
之
を
製
す
る
に
金
保
に
在
つ
て
は
、
W
H
政

の
伎
抽
出
を
最
大
と
し
、
安
政
の
も
の
之
に
次
ぐ
ゃ
う

で
あ
る
。
明
治
以
降
金
仰
測
候
所
の
肌
測
で
は
、
明

治
什
四
年
十
周
什
入
目
的
地
大
時
間
出
の
除
放
は
引
誌

を
冊
目
ぜ
し
め
た
が
、
大
正
十
二
年
九
月
一
日
の
関
取

大
俊
災
で
は
、
僅
か
に
弱
誌
が
あ
っ
た
に
泊
ぎ
ぬ
。

ジ
シ
ン
イ
シ
地
震
右

」
カ
ナ
メ
イ
y

川町利。

ジ
シ
ン
パ
ン
自
身
番

J
テ
イ
ジ
ユ
バ

y

p

h
請
。ジ
セ
イ
イ
ン
自
清
院
加
到
縦
士
し第
三
代
前
川

利
協
の
子
容
摘
の
法
説
。
詳
し
〈
は
自
消
院
総
奈
川
μ

良
大
妨
。

ジ
セ
イ
グ
ザ
時
輔
君
州

十
明
者
は
加
料
M
W士
で
、

が
踏
を
好
ん
だ
も
の
と
見
え
、
戯
文
狂
句
の
阿
酬
が
多

く
載
せ
ら
れ
る
。
今
岱
二
の
み
そ
存
し
、
安、北
町
民年

か
ら
の
時

mに
就
い
て
智
き
初
め
て
あ
る
。

シ
セ
キ
紫
石

加
到
の
例
入
。
出
廿
脱
獄
と
叫
し
、

花
訟
を
も
修
め
、
文
化
十
年
の
頃
見
泉
ぬ
ち
り
や
制

し
た
。シ
セ
ン
紫
仙

野
内
の
袋
で
制
人
で
あ
る。

川町

内
は
越
中
高
聞
の
人
で
あ
る
が
、
後
金
却
に
住
ん
で

ゐ
た
。
紫
仙
が
千
代
と
試
み
た
猷
仙
の
附
合
は
、
手

保
十
一
年
刊
行
せ
ら
れ
た
椀
の
式
に
故
せ
ら
れ
て
ゐ

る。
シ
セ
ン
リ
ヤ
ヲ
フ
四
鞍
略
譜
五
加
。

有
印
氷

点
が
資
永
二
年
十
月
か
ら
起
草
し
、
四
年
九

H
に
宇
一

っ
て
脱
稿
し
た
・
も
の
で
あ
る
。
四
峨
と
は
闘
ヶ
阪
・長

散
・妨
川
・柳
，
搬
の
各
戦
闘
を
指
す
。

シ
ソ
ウ
詩
援

二
加
。
第

一
容
は
背
徳
川
終
消
・

金
殿
惚
敬
詩
集
・春
水
鍛
・九
且
六
日
限
泉
先
生
伐
縫

抑制
・
二
英
知
・金
原
容
英
、第
二
容
は
随
分
抑
制
十
二
仰
・

加
隣
諸
家
詩
文
集
・
明
倫
蛍
慌
集
相
川
献
を
牧
め
て
あ

る。


